
一48一'

トルコでの技術協力

､.はしがき

昭稲46年5月21目私共が羽田をとび立ってからすで

に2年を経過しトノレコでの技術協力もどうやら軌道に

のったところである.

日本の皆さんに私共がトルコで何をしているのか

トノレコ側は何を望んでいるのか今後は何をなすべきか

といったような問題点について報告することは私共の

仕事のひとつであると考えている.この機会にひとわ

たり現地の実情を報告してご参考に供したいと思う.

トノレコでの技術協力は年々その規模が大きくたってき

ている.それは日本から派遣された専門家各位がそ

れぞれの分野で責務を果たされ技術を通じ｡て目土両国

の親善に寄与されたことカミ高く評価された結果にほかな

らない.私共の任期は余すところあとわずかであり

トノレコ政府からは第3次調査団の派遣が要請されている

現状であるので関係各位とくに今後の派遣専門家にと

ってこの一文が参考になるならば望外のしあわせである.

2.技術協力要請の背景

トルコで唯一の国立地質研究機関は｢MadenTetkiし

veAra㎜aEnstit廿s首｣であり略称｢MTA｣でトルコ全

土にその名は通っている.Madenは鉱物Tetkikは

調査Aramaは開発を意味する.したがって日本流に

いうと鉱物調査開発研究所ということになろう.

このMTA研究所はトノレコの地下資源の探査と評価

を行なうことを目的として1935年に開設された.さら

番場猛夫*太田良平**河田清雄**間遠治孝***

にこの研究所は鉱物資源に関連する諸工業の発達にも協

力するという幅広い性格を有している.

研究所は最近!968年を初年度とする第二次5ヵ年計画

を樹立してこれの遂行のために諸外国の技術援助と専

門家の受入れを行なってきている.現在国連の協力を

うけつつあり4名のジオロシストそれぞれ1名のフ

ォトジオロテスト地球化学者物探専門家および5名

の助手(AssociateExpe･t)が主体となりトノレコ北東

部(メルジホン･イスピｰル地区)を対象とする｢ホｰ

フィリイカッパｰ｣の探査とアナトリア西部(メンデ

レスマッシブ)を対象とする金水銀鉛亜鉛鉱の探査が行

なわれている.最近帰国された日本の平山健博士がこ

のプロジェクトに参加しておられたことは皆さん周知の

ことであると思う.最近の情報によるとホｰフィリカ

ヅパｰの有望地点カ洗出されて試錐かはじまっていると

いうことである.また国連の手によって昨年9月から

ウラン探査のために6ヵ月計画をもって全土のエアボ

ｰンカミはじまっていることを付記しておこう.

別の計画としてユｰゴスラビアからは10数名のジオロ

シストが黒海北東部沿岸地域の銅鉛亜鉛鉱床調査のため

に受入れられている.

日本からは第二次調査団として私共カミ

a)黒海地域の鋼船亜鉛鉱床

b)エルガニｰ地域の銅鉱床

C)アナトリア半島の硫黄鉱床
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写真①

MTA総裁DR.ALpAN氏

(総裁室にて)

の探査事業に従事している.したがってMTAの鉱床

部関係だけでも30名前後の外人専門家がトノレコの地下

資源開発計画に加わっていることになる.それぞれの

外人専門家にはトルコの若いジオロシストが助手とし

て協力するしくみになっている.したかってここでの

技術協力は計画の遂行と共にトルコのジオロシストの教

育ということが専門家に課せられている別の任務である･

3.MTA研究所

庁舎･人員構成

アンカラ市の行政区画から西方へわずかに外れた郊外

にこの研究所はある.開設当時は都心のゴミゴミした

ところに居を構えていたそうであるが1966-1967年に

かけて広大な新庁舎を建設し移転を完了している.

それは講が見てもトノレコの一般レベノレとはおよそかけは

なれた豪著なものである.研究所の庭一面にひろがる

緑の芝生咲きほこる花々をうつすしずかな池は一流の

公園と見まちがうばかりである.その中に建設された

3階建の白亜の建造物は各部ごとに独立して10数棟に

およんでいる1中央の建物は1～2階が博物館で3

階には研究所の総裁室がある.これがA館である･

その右側に出版部(C館)鉱床部(D館)地質部(G

館)古生物研究室(E館)･…･･とならび反対側には

会計部(B館)分析部(H館)鑑定部(K･L館)

↑写真②

MTA研究所総裁室のあるA館たまたま建国記念目(10月29目)のため

建国の父｢アタチュルク｣の垂慕かある.

MTA鉱床部長

DR.AsLAN胡氏

(部長室にて)

･とならんでいる.私共の勤務しているD館からは

薄片室のあるK館までは歩いて5分もかかる程で私共

はしばしば車をつかって出かけることにしている･や

や離れて200名を収容する所員食堂(V館)があり昼

食には3皿100円の食事が用意される.うまいとは思

えないが安くて栄養のあるこの食堂は正午には満員ど

たり第2ラウンドでようやく食卓にありつけることが

多い.

この研究所はアンカラに本部各地に支所を有してい

る.黒海支所アナトリア東南部支所同西部支所と

いった具合で現在5支所を有している.各支所は外

業期間中(4月一11月)調査員のキャンプの建設本

部からの指令の中継を行なうなど調査員のサｰビスに

力を発揮する.しかし冬期間は外業がほとんどなくな

るので建物の維持管理がおもな仕事にたる.

現在MTAには3,000名の職員が働いているそうであ

る.詳しいことはわからないが聞くところによると

その内訳はジオロシスト(採鉱屋を含む)500名物探

50名岩石鉱石鑑定家(ペトログラファｰ)10名地球

化学20名試錐員100名薄片係10名運転手400名

地形専門家10名製図職50名その他が庶務関係の事務

職員と雑役夫ということである.人員構成の詳細は人

の出入が多いので誰にきいても確実な数字をつかんでい'

ない.きわめて流動的であるといってよい･�
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組織･運営

MTA研究所の組織運営讐についてはすでに井上英二

技官が本誌165号(1968)に執筆しておられるので省略

させて頂くが井上さんのかかれた報告を今読んでみる

とこの5年間にかなりの変化があったことが伺われる.

すなわち当時2,000名であった職員数は現在3,O00名に

ふくれあがりそれに赤じて組織の一部変更もおこなわ

れているし通勤バスシｰプの台数も増加している.

とくに目立つのは5年前に井上さんが撮影された寒々し

い庁舎の景観は今はない.MTAはすっかり成長した

樹木にとりかこまれてしっとりとした落付きを見せそ

いる.

5年前に11部からなっていたMTAの組織は5部を加

えて16部編成となっている.新たに設けられた部は

非金属鉱床部試錐部情報収集部社会サｰビス部で

あり従来の人事教育部が研修教育部と人事部の2部に

わかれている.また従来副総裁直属であった8つの委

員会は総裁直属となり13委員会に増加している.新

設の委員会は防衛委員会(兵役関係)編集委員会資料

委員会博物館物品購入委員会である.

備品

現在MTA研究所が有している主要な備品は第1表の

とおりである.この表をつくるのに関係者のところを

廻って歩いたカミ講に聞いても回答はマチマチであって

詳しい情報はえられなかった.余りにも組織が大きく

物品が流動的に各地を廻っているためであろう;第λ

､表はさしずめ当たらずといえども遠からずといった程度

のものとして受けとめておいて頂きたい.

第1表MTA研究一所主要備品

�

�

野外調査用備品として

航空機(エアボｰン用)3機

ジｰプ他章鰯400台

試錐機80台

物探用器材54台(うちIP用10重力3)

室内研究.用備品

X線回折装置1

熱分析装置1

分光分析装置1

顕微鏡類(偏光用15生物用相当の見込)

通勤

通勤にはMTA研究所の専用バスが活躍する.20台

の白塗りの大型バスカミアンカラ市の各方面から所員を拾

って午前9時にはMTA研究所に入ってゆく業務終了

の午後5時半にこのバスカミ所員をのせて一斉にMTAの

玄関を出てゆく様は壮観である.余談になるカミ遅刻

をした者は多額を払ってタクシｰでこたければならぬし

勤務時間申にエスケｰプすることもならずこの専門バ

ス通勤システムは所員を所内にカンキン?するのに都合

よくできている.この拘束からの解放を願う者は大金

を出して自家用車をかわなくてはならない.最近ここ

でも自家用車族か結構ふえてきているがもちろんその

比率は日本の場合と比較にならない.

すでに井上さんが指摘しているように第1表によっ

てMTA研究所がいかに外業に力を入れているかカミ伺わ

れる.とくに400台のジｰプを保有していることは驚

嘆に値する.しかしながらその過半数が10年以上を経

過したものでフィｰルドで何時動がたくなるかわから

ぬ代物であることを認識しておく必要がある.広漠と

したアナトリア高原のまっただ中で注くもかえるもなら

ず2目を空しく遇したのは私(番場)だけでは狂いで

あろう.試錐機にしても修理に要する時間の方が掘進

時間を上廻ることが多い･その数は少匁くξも近代

装備に確信を有している日本の地質調査所の機械類とく

らべてまことに衛がゆいことである.

4.野外作業

新年があげるとその年の調査研究計画の会議がもた

れるととは日本の場合と同じである｡私共牟こちらに

着任したのは一昨年の5月22目であったから一昨年の

計画はすでに大綱がきまっていたわけである.フィｰ

ルドの選択についてとくに議論の必要もなく6月から私

共の外業はスタｰトした.

河田は黒海東部のチャイリｰ(9aye1i)地域の銅･鉛･

亜鉛鉱床密集地域で25,000分の1地質構造図の作製に

間遠は前任者沢専門家の後をひきつぐこととなりトル

コ東北部ソ連国境に近いムルグル鉱山(Murgu1)におい

て銅鉱床の探査業務に番場はアナトリア東部テイア

写真⑤所員食裳(V館)�
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ルバクｰノレ市(Diy･工b･し･･)北方のエルガニｰ鉱山(E･一

9ani)の銅鉱床の研究にそれぞれ出発することになっ

た.それぞれのフィｰノレドでシｰズン中作業は続けら

れたが作業方式は日本の場合とかなり異存っているの

でひとわたり紹介しておく必要があるように思われる.

地形図の調達

現地で使用する地形図は25,000分の1国土基本図で

これは航空写真から図化された精度の高い4色ずり地形

図である.これは軍カミ管理しているので1つ1つに番

号が記入されており借出人名簿に登録されるのでひ

とたび紛失すると大へんうるさいことになることを覚悟

してくれとはじめにおどかされる.この地形図は現

在トノレコの大部分で完成しているか黒海東部地域が未完

でこの地域で作業する人達は大へん不便をしている.

上述基本図はMTA研究所で必要荏縮尺のものに引伸

すことカミできる.1万分の1地形図は引伸用印画紙に

プリントされて調査員に用意される.もちろんこの

場合も番号カミ記入されるので管理は慎重にし祖ければ

怒らない.

出張

出張伺を部長付秘書に提出すると総裁名で出張命令

が出される.ジｰプを使用するときは出張の前日にた

ると運転手が顔見せにやってくる.この目から彼は私

共の親愛なる友である.日程を話してきかせ何時何処

そこの宿舎に迎えにくるように指示する.｢MTA研

究所｣の標式のついた白塗りのジｰプカミくると荷物を

山と積んで現地に出発することになる.主要道路は広

くよく補装されているのでどの車も毎時100km以

上のスピｰドでとぱしている.それぞれチャイリｰや

エルガニｰまでは2目を要する.トノレコのアナトリア

の広さがわかるような気カミする.途中所管の支所に立

寄ってこれからの日程をのべて協力をおねカミいし

いよいよ境地に入る運びと匁る.

写真⑥エルガニｰ鉱山露天掘り

MTAキャンプ

現地には｢MTAKa皿p｣と大書した標札の家カミ用意

されているMTAが借料を払って期間中倍りあげてい

る一般住宅である.ここにはMT全の調度品｢ベッド

毛布机椅子冷蔵庫'その他｣がセットされており

現地で雇用したコック雑役夫野外用人夫守衛カミ多

勢ひかえている.エノレガニｰキャンプの例をひくとそ

の人数は20名におよんでいる.

数名ないし10数名のジオロシストがここで1シｰズン

を過すのである.トルコの若いジオロシストはほとん

どカミ独身者でアンカラに家を持たずトランク1つに彼

らの全財産をつめ込んできて半年をすごすことになる.

何台かのジｰプに分乗して毎朝仕事に出かけるのであ

るカミ弁当を持参する習慣がないので朝8時から午後

の1～2時まで野外作業をしキャンプに戻って昼食と

いう段取りである.トルコ流の油のいっぱ入ったスｰ

プとパン異臭を放つ豆腐のようなチｰズそれに羊肉

と野菜のコッタ煮まれに油でいためた飯といった献立

表である.中食に出たものは再度加熱しただけで夕食

の卓にならぶ.これが日本人の専門家の泣きどころで

ある.とくに間遠はトノレコの食事に拒絶反応カミひどく

フィｰルドで1ヵ月を過すとゲツソリやせてアンカラ

に体力回復のために戻る習慣カミついてしまっている.

日曜目は絶対に休みである.運転手もコックもすべ

て休ませる習慣があるから町の食堂に食事をとりにゆく

ことになる.田舎の町の食堂の献立はキャ;■プのそれ

よりもさらにひどいことはトルコ人の間にも定評カミあ

る.さてここヤ私共が体験したフィｰノレドの状況を各

地域について担当者によって報告してもらおう.

4.1エルガニｰ地域(番場担当)

写真⑰エルガニ}鉱山製煉研�
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写真⑧エルカニ

テｰマの背景

ここにはトノレコで最古の歴史を有するエルガニｰ鉱山

カミある.この鉱山は6000年前に発見されたといわれる

銅鉱山で現在もさかんに操業中でトノレコではムノレグ

ノレ鉱山と共に最大の規模を有する鉱山である.｢Et}

Bank｣が事業を行狂っているいわぱ国有鉱山である.

現在の生産高は年間18,000t(99%Cu)である.1935

年から近代的な操業にきりかえ選鉱場製錬所を建設

しアタチェノレクによって鉱石運搬のための鉄道がしか

れた.これはトノレコでもっとも古い鉄道だそうである.

この鉱床は中生代オフィオライトを母岩として胚胎す

る層状ないし塊状の含銅硫化鉄鉱鉱床で晶質は古くは

8～12%であったが最近は深部カ欄発されるようにな

って散点鉱カミ主体と次り品位の低下を来している.現

在の品位は2～3%でいささか危機感が高まっている.

鉱山町は人口15,000でこの鉱山が消滅することは大へ

んな影響を各方面に与えることになるので何とか新鉱

体を発見しなくては狂らぬという真剣た空気がただよっ

ている.このような情勢を背景としてMTA研究所

がその研究を番場に委嘱したわけである.

エルガニｰ鉱山の銅鉱床

初年度はまず鉱床のタイプの決定に全力を注いだ.

トルコ人助手を2名づけてもらって本鉱床とその周り

東西20良mに及ぶ鉱化帯の中にある支出のぼり跡をたず

ねて丹念な調査をおこたった結果この鉱床は脈状鉱床

(クサベキノレ)塊状鉱床(アナヤタック)層状鉱床

(ヴァイス)などからなっているが最大規模を有する

アナヤタック鉱床は上部白璽紀層をつらぬく輝緑岩斑

糖岩複合体を母岩としてこれを交代した銅鉱床である

ことが明らかになってきた.日本でいえば下川型の鉱

床に相当するものであろう.従来この鉱床に対して多

くの調査研究がありヴァイス鉱床の産状が強調されて

古くは海底で生じた噴気堆積性鉱床とされたこともある

ので上述の見解は現時点でのひとつの作業仮説として

一鉱山全景

おきたい.

冬期間に50枚の研磨片150枚の薄片を助手と共に検

鏡して｢コロフオｰム黄鉄鉱｣から｢キュｰバ鉱｣｢ヴ

ァレリｰ鉱｣に及ぶ鉱石鉱物の存在やおびただしい緑

泥石の出現することカ湖らかになりこの鉱床の性格に

ついて教示したものである.

プロジェクトの設定と遂行

上述1971年度にえられた結果にもとづいて1972年度

の計画を立案し5ヵ年計画をもって200k㎜2を対象地

域に指定し｢広域調査｣を実施する運びとなった.

すなわち1971年度には研究的技術協力に終止したが

翌1972年度には開発にむすびつく調査の方針を打出すこ

とにたった.

MTA研究所は番場のプランに応えて試錐班5名

物探班3名地質班10名と1万分の1地形図を用意した.

5月3目に一同はアンカラを出発し現地において砂岩

とくにオフィオライト系岩石の細分規準調査の目的

予想される成果について約1週間にわたり番場の講義

カミおこなわれた.

それ以後10名のトノレコ人ジオロシストは熱心にフィｰ

ルドを歩いてくれた.彼らにとってこれ程充実したフ

ィｰルド作業は経験したことがないといってよろこんで

くれたのは万更お世辞とも思われなかった.というの

は彼らには従来指導者が匁く目的意識もなく山を歩い

て地質の｢分布図｣を作成するだけだったようである.

指導者としての任務の重要さと技術協力のあり方カミこ

の時点に至って私(番場)にもやや理解できたように思

われてうれしかった.トノレコ人ジオロシストには将来

自分達で考え自分の力で行動する習慣をつけなくては

いけないというのが私の指導理念として定着した.そ

して私自身が地質図をつくることは極力ざけて彼らの

自主性にまかせる方針をとった､疑問のあるときは私

を連れ出せといって私は地域の中央でもっとも重要

と思われるコｰスの地質断面図の作製にとりかかった.

それは火成活動のプロセスを明らかにしてひとつのモ�
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ノサシを作っておこうと思ったからである.

調査がはじまると3班にわけたトルコ人ジオロシス

トから毎日のように｢きてくれ｣の呼び出しがかかって

私の席はあたたまる暇がたくなってしまった.こんな

調子で5月6月のフィｰノレド作業は進んだカミ7月に

たるとエルガニｰは目中45.C一の猛暑がおそうようにな

る.雨は1目としてふることがない.空には一片の

雲を見ることもない.朝の6時からもう強烈な日射が

はじまっている.朝食は西瓜と紅茶それにチrズと

パンだけとなる.マホｰビンに冷水をつめて7時にキ

ャンプを出発する.焼けつくような大地はげ山のフ

ィｰノレドにはひとつとして木髭がない.サングラスを

かけていても地図を見る目カミ光のしげきに耐えきれぬ程

である.調査を10～11時に終了して目中のもっとも

あつい時はベッドで横になる以外方法カミない.ベッド

にも枕にも熱か立ちこめて背中と頭があつくて落付ける

ものではない.水をベッドにふりかけて横になるのは

この頃である.

キャンプでの内業

私(番場)は東京との事務連絡MTA幹部との打合

わせ柱ど団長としての仕事があるので毎月後半はアン

カラで過すようにしていたがこの機会に皆の採集した

岩石片をアンカラに持参して直ちに薄片係に廻して大至

急薄片を製作してもらう.これをひとわたり記載して

フィｰノレドに戻り皆に解説をするようにつとめたカミ

現地では直接検鏡したいという芦カミ圧倒的に強く底ゆ

日本人専門家一同と協議して第一次調査団が残してい

かれたオリンパス顕微鏡一式と今回私共が持参した薄

片製作器具一式をエノレガニｰキャンプに移すことに決定

し8月17目にそれは実現された.こわれやすい材料

であるのでこの時だけは器具を人手にまかせられず

自らマイカｰのノ･ンドルをとって1,00破mの道程を顕

微鏡をつみ込んでとばしたものである.待ちに待って

いた若いジオロシストのよろこびはここに書くまでもな

い.顕微鏡を一度も見たことのないトルコのジオロシ

ストに対しては一人一人に顕微鏡岩石学の手ほどきから

はじめなければならなく衣ゆ私の仕事はふえてゆくば

かりである.それでも若いジオロシストの熱意に動か

されて毎日一人ずつ特訓を続けることとなった.

広域調査の物探･試錐

物探班に対しては地点を指定して輝緑石の深度500m

～1,000mにおける地下での貫入方向を明らかにしても

らいたいと提案したところ何故鉱石を対象とし狂いの

かと質問され広域調査の方法論についてくり返えしく

写真⑨エルガニｰ広域調査の巡検で指導中の番場専門家(黒眼鏡の人物)

り返えし説明することとなった.同じような質問が多

いので業をにやして｢この調査の目的と方法｣と題する

解説を英文で執筆して調査員全員に配布したという苦労

話もあるほどである.どうやら納得がいったらしく

彼らも張切ってフィｰノレドに出かけるようになりIP

法が採用された.

試錐は1,000mの深度を当初予定したにもかかわらず

機械と技術の両面に問題があり深度を500mに変更せ

ざるをえなくなった.それでも彼らにとっては大へん

重荷のようで掘進作業よりもむしろ器械の修理に要して

いる時間の方が多く7月にはじめたボｰリングカミ9月

の末になっても130mでウロウロしているのに愛想カミつ

きるぱかりである.

日本で広域調査カミ順調に行なわれているのはやはり

近代科学技術の水準の高さによっているのだと合しみ

じみトルコの科学技術の水準の低さを知らされる思いで

ある.

4.2Caye1i(チャイェリイ)雑感(河田担当)

トノレコ北東部の黒海に臨むこの小さ校町は人口1

万3千リセ県の東の端に位置しソビエト国境までは

直距離にして80k㎜足らずである.付近一帯はトノレコ

でのお茶の一大生産地である.9aye1i(チャイェリイ)

の“9ay"は“お茶"の煮つまり茶の町ということに

なる.9ay(チャイ)は中近東アラブ諸国で共通語で

ある.トノレコ北東部の黒海沿岸はアナトリアとは地

勢や風土が全く異なっておりここにはアナトリアに見

られるよう狂禿山は見当ら恋い.北緯41度で日本の

札幌とほぼ同緯度にあるが海流の影響で気候は温暖で

ある.トルコでも最も雨の多い地域であり年間降雨

量は300mmを超える.温暖な気候と適度の湿度にめ

ぐまれたこの地方では茶の芽の発育添よく5月から10�
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写真⑩チャイリｰフィｰルドと河田･間遠両専門家ならびに

トルコ人助手

月はじめまでに5回にわたり茶摘がおこなわれる.

海岸に屹立する緑の深い山々は日本の風土を思わせる

克ラヂ=ズ

｢黒海｣はトノレコ語の｢KaraDeniz｣をそのまま日本語

訳した呼称である.その名のとおり初冬の黒海は夏

とはうって変わって波濤が馳える暗い海である.ま

た一説に深部が硫化水素にとむ酸欠の海水であることに

よって黒海と名づけられたともいわれている.もちろ

ん海面下300m以下の汚れた海水中では生物が生存で

きないといわれている一この海はせまいボスポラス

海峡を通じてのみ外洋につなカミっておりさらに多くの

河川から淡水か注がれているので塩分が薄められてい

るという.事実塩辛さはほとんどない.

トルコはイスタンブルやアンカラのような大都会から

はなれるとまさに農村社会そのものである.黒海に

限らず何処に行っても男達は遣で出会うと知りあいであ

ろうが荏かろうカミお早よう(G泣naydmギュナイドン)

こんにちは(Merhavaメノレノ･バ)を連発する.また男

達は全て兄弟(Karda妻ガルダッシュ)であり兄貴(Abi

アｰヴィ)でありおじさん(A㎜caアムジヤ)である

らしい.血縁の同族意識が強いことによるのであろう.

調査で山に入るとそこらにたくさんなっている梨やり

んごやぶどうは無断でいくらたべても文句はいわれない.

むしろ向こうからどうかたべてくれと差出されることカミ

多い.せちがらい日本では考えられたい日常である.

フィｰルド調査で露頭を観察していると村の子供や

男ともが大勢とりかこんでもの珍しそうに見ている.

最初は気になって困ったものであるが彼等の善良さを

知るようになってからは話をするのも楽しみになった.

彼等はきまって

①

②

③

④

⑤

⑥

何処から来たのか(故郷は何処か)

鉱物があるか

何処に住んでいるのか

トルコで給料はどの位もらっているか

トルコは気に入りましたか

ドイツ語を話すか

と問うてくる.⑥ドイツに出稼に行った連中が多いか

ら片言のドイツ語を知っていることによるのである.

黒海東部沿岸は昔から旧ロシアとの関係カミ深くか

っては黒海全域を支配下においたトノレコもロシアには

何度もいためつけられ占領されたにカミい経験がある.

この地方の村や河にはロシア時代の名がそのまま残って

いるところも多い.またアルメニア語を話す古老に

も会ったことがある.ロシアとの混血のせいかも知れ

ないカミこの地方には美女が多い.黒海地方では女性

は働き手で10歳位になるともう野良に出て草を苅った

り茶を摘んだり薪をはこんだりして激しい労働にた

ずさわる.一般に肌白く鼻すじ高くほりが深い.

このようなタイプの女性はアナトリアでは決して見られ

ない.黒海地方でも美女は東部に多いようである.

しかし若い女性の素顔は特有の頭巾でかくされちら

りとかいまみることができるにすぎない.平均して15

歳～20歳までの女性が最も美しくてそれ以後は急激に

容色がおとろえる.これは激しい労働と平均10人と

いう多産のため老化が早いためであろう.40歳位にも

写真⑪MTAチャイリｰキャンプから望む黒海沿岸の町の家並み�
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なるとしわだらけの顔に鼻だけカミ目立って高く音の

外国の童話に登場する魔法使いのおばあさんのようにな

る.このような女性の働きに助けられてこの地方は

まさに男性天国である.男達は朝からぶらりと茶店

(9ayhaneチャイハネ)に行ってトランプカｰドに興し

おしゃべりをして1目を過している.トルコにはどの

村や町にもチャイハネがたくさんある.チャイハネは

男達だけのものである.粗末な机とサイコロのような

椅子カミあるだけでおよそ殺風景なたたずまいである.

ここではチャイトルココｰヒアイラン(ヨｰクノレ

トを水で薄めた飲料)などを飲ませてくれる.チャイ

エリイではチャイやトルココｰヒだけを飲ませる店と

カｰドをするための店とは区別され喫茶が目的の店は

｢9ayEviチャイエヴイ｣とよばれている.私は海岸

にあるチャイエヴイには毎晩出かけそこで多くのトノレ

コ人と知りあいになった.彼等は信心のあついイスラ

ム教徒であり日本の宗教についてききたカミっていた.

東黒海地域はトノレコでももっとも回教徒の多い処であり

チャイエリイに暮してみて回教勢力の根強さをひしひし

と感じたものである.夕方のお祈りの時にはひざまつ

いて床に頭をこすりつけたりあるいは起立してアラｰ

の神に祈る人々で熱っぽい雰囲気を醸しだす.日夜欠

かさず1目5回行なわれる礼拝の時を告げるグミ声はマ

イクに乗って夜半の夢をさまさせることがしぱしばで

ある.近代トノレコ建設の父といわれる｢アタチユノレク｣

カミ苦心した政教分離政策もこの地方では全く効果があが

っていない.だいぶまえがきが校がくなったがこの

辺でチャイエリイでの野外作業についてふれることにし

よう.

チャイエリイ地区はMTA東黒海地域支所の管轄

に属する.支所は古都トラブゾンの東方30k血のアラ

ツクノレにある.この支所の管轄内で最も大きいKamp

(キャンプ)がチャイェリイである.｢9aye1iKamp｣

はチャイェリイの町とその南方約7kmの探査現場

MadenKdy廿(マｰデンキョユウ)との2つからなって

いる.9aye1iKampはコンクリｰトの3階建のア

パｰトをMTAが借りうけたもので1階は人夫や小

使のたまり場と修理工場があり2階が地質と物探およ

びボｰリング関係の事務室である.3階がジオロシス

ト違の寝室で4階は人夫や小使の寝室になっている.

マｰデンキョユウ現場にはボｰリングの機械や倉庫や

事務所および調理場と食堂などがあり両方を合わせて

150名以上の人達を収容している.その大部分はボ

ｰリングの人夫小使給仕や運転手でジオロシスト

は数名にすぎない.再三述べたようにトルコのジオ

ロシストはシｰズン中約6ヵ月間フィｰノレドにしばりつ

けられることになる.こんな在カミい期間フィｰノレドに

放り込まれたら日本ではどんなことになるだろうか

彼等カミマ;■ネリ化して仕事と真剣にとり組む姿勢を失う

のは長期間の拘束に起因しているのではあるまいか｡

さらに低賃金カミこれに拍車をかけているようである.

トノレコのジオロシストは大部分カミ23～26歳前後の独身者

であるからアンカラに帰っても家のないのが多く故

郷は夫々トノレコ全土にちらばっておりフィｰノレド期間

申に1～2度はアンカラや故郷に帰り2週間位休んでく

るのが彼等の唯一の楽しみであるらしい.

読者はご存如のことと思うか回教国では毎年1ヵ

月はラマザンと呼ばれる断食の行がある.昨年は10月

から11月にかけて私はそれをチャイエリイで体験した.

この期間中は太陽のある明るい間は15歳以上の者は食事

はもちろん水も煙草も飲めない.これはイスラムの

おきてによっている.アンカラやイスタンブルでは

さすがにラザマンの断食はあまり見られない.しかし

田舎では大変である.夜の明け切ら放い3時頃に太鼓

を叩いて人々をたたき起こして食事をさせるのであるか

ら私達異教徒には甚だ迷惑なはたしである.夕食は

写真⑫バンを抱完たトルニ1の小女チヤイリｰの郊外にて

写真⑬チヤイリｰ･マｰデンキョウイで実施中のMTA試錐�
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空砲を合図にしていっせいに食事をはじめるのである.

この時ばかりはチャイエリイの町のチャイハネにも人

が絶える位である.一般にMTAのジオロシストはラ

マザンを笑って変らぬ日常を過すのであるが流石に

チャイエリイでは周囲の雰囲気に圧倒されて断食に踏切

ることになってしまった.そのとぱっちりで私達は自

炊をはじめざるをえなくなった.この自炊生活は今か

ら考えてみると結構楽しいものであった.自動炊飯器

で米をたいて持参の味噌しょう油で黒海でとれる魚

や肉を煮付けたりして久しぶりに日本の味をなつかしん

だものである.､奇しくもこの辺地に東大の立見先生が

立寄られたのはラマザンのさい中で私の料理に舌づつ

みを打って下さったのは忘れられぬ思出である.

地質について全然ふれずに駄文を続けて申しわけな

いがそれは黒海のこの地域のムｰドを少しでもよく知

って頂きたいためであった.専門の地質のことについ

ては何れ稿を改めて紹介したいと思う.簡単にのべる

と初年度25,000分の1構造地質図の作製にとりくみ

第2年目はMadenK6y(マｰデンキョイ)を含むとこ

ろの銅鉛亜鉛鉱鉱床密集地域で10,000分の1構造地質

図の作製に専心した.気力に乏しいトノレコ人助手のジ

オロシストを叱陀激励して予定のプロジェクトを完了す

ることカミできた.この秋からは番場団長の切なる希い

に応えてアナトリアのオフィオライトと取組んでいる

カミ流石に世界の名の通っているトノレコのオフィオライ

トは雄大である.視野カミひらかれた思いである.

4.3アナトリア全土にわたる硫黄調査

(太田･間遠担当)

日本では硫黄鉱業は石油製錬に関連してすっかり斜陽

になってしまったカミトノレコには現在稼行中の硫黄鉱山

カミ1つあり国内需要(60,000t/Y)の約5分の3を供

給し残りはイタリアからきわめて安い価格で輸入して

いる.一方新鉱床の開発にも努めている.これは国

際庸勢や種々の国内事情だと免ば潜在失業者が多いた

めの職域拡大荏どによるといわれている.

日本で硫黄鉱床といえば輝石安山岩からなる成層火

山に鉱染交代作用カミはたらいて生成してものがほとんど

である.しかるにトノレコではこの型のものは現在のと

ころ皆無で稼行中のケチボｰル鉱山の鉱床は交代作用

が弱くむしろ昇華型と鉱染交代型の中間型と称すべき

ものである.このほか東部国境付近やアすトリア北西

部に存する硫黄鉱床もほとんど昇華型でまれに沈澱型の

ものもある.また鉱床の母岩も堆積岩の場合が少校く

ない.トノレコの硫黄鉱床は日本のそれとかなり異なっ

ているのでいずれ稿を改めて説明することとしここ

ではよもやまのフィｰルドフィｰリングをつづってみた

レ､.

トノレコは自動車道路がよく発達しているので鉄道よ

りも長距離バスがよく利用される.私共の出張もジｰ

プに調査用具その他一切を積み運転手と全行程の行動

を共にすることが多く遠い場所であれば途中で宿泊し

翌日さらに旅を続ける.

さきにも書いたようにトルコの地質調査で日本の場合

と違う点の1つはキャンプ制度である.図幅調査でも

鉱床調査でも調査地にキャンプを設置する.宿舎を借

り上げ寝具･机その他を持込みまた現地でコックや

用務員を雇い入れ調査員は長期間常駐して調査に当る.

また臨時の訪問者も宿泊が可能である.もちろん支所

でも宿泊設備をもっている.キャンプでは調査員の食

費の材料費さえ負担すればいい.出張費はわずか柾目

額ではあるカミその範囲内で生活できるように仕組まれ

ている.トノレコのジオロシストは日本に比較すると気

の毒なくらいわずかの俸給しかもらっていないがキャ

ンプ制度のおかげでか在り助っていることになる.キ

ャンプ制度の長所の1つは長期間個人生活を共にして

いるのでお互いに心から打ちとける事ができる点にあ

る.また日本専門家がトノレコ語に熟達できまたトノレ

コ人と親友になれるのもキャンプのおかげである.M

TAの職員はみだ伸が良く秋になって野外調査からぼ

つぼつ引揚げてくる頃に在ると立派匁ヒゲを生やした

堂々たる偉丈夫が互いに抱き合い左右の類を何度も何

度もすりよせ喜び合っている奇景をよく見かけるカミこ

れは久し振りで再会できた喜びの素朴な気持の表現であ

る.

トルコの男は若者でも鼻下ヒゲを生やしているが外

国留学した人にはあまり見かけないようだ.

さて稼行中のケチボｰル鉱山の鉱床を簡単に述べてみ

よう.白亜紀の石灰岩を蛇紋岩カミ不規貝リに貫ぬきそ

の上にケチボｰル層と呼ばれる安山岩質火山枠屑岩層カミ

不整合に載りその後衝上断層で下位にあった石灰岩

および蛇紋岩がケチボｰノレ層の上に衝上した.硫黄鉱

床は主としてケチボｰル層中に胚胎し石灰岩および蛇

紋岩は冠岩の働きをしたと思われる.採掘は石灰岩

の上から竪坑を下し坑道掘で採掘しているがこれから

約3km離れた所では別の鉱体を露天掘で採掘する計画で

石灰岩および蛇紋岩を剥がしている.それは下位に高

品位の鉱体があることが試錐で確認されているからであ

る.鉱石は昇華硫黄の付着が著しく交代作用は鉱体

の下部において強くなる.精製硫黄は月産約3,000t�
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写真⑭総裁の質問に答えている間遠専門家総裁は年に1回各キャン

プを巡回する.

に達する.

このたび硫黄鉱床の調査計画が企画されたときトノレ

コにはケチボｰル鉱山の硫黄鉱床に関する知識があるだ

けで一般硫黄鉱床についての学識経験者カミい荷いため

計画の立案に困難して日本専門家を起用したといういき

さつである.東部国境付近やアナトリア北西部の硫黄

鉱体10数カ所をトノレコ人ジオロシストを助手として共に

踏査し各地点における地質状況･鉱床の種類および規

模･有望性･開発の具体的計画などについて意見を述べ

またこの間硫黄について全く素人であったトルコ人ジ

オロシストに実地教育をすることカミできた.なおキャ

ンプに夏期実習にきていた大学の地質学科学生らも行動

を共にした.

ある若いジオロシストが中央アジアから西進してこ

の土地に移動してきたのがわれわれトルコ人であり東

進したのが日本人だと言っていたカミ言語がウラノレアノレ

タイ系で文法が共通しており余計に親近感が湧くのだ

ろう.毎朝ジｰプに乗ってフィｰノレドに出かけるカミ

回じ学問の道を歩む者同志という連帯感も加わりいつ

の間にやら民族や言語の相違を感じな<なってしまう.

若い人たちはみな熱心である硫黄の徴候地の調査に

行った時対岸は旧坑カミ見えるのに折柄の降雨で増水

した川は危くて渡れない.その時“サンブノレを取って

きます"とバンッ1枚になり急流に身を躍らせようとし

たのであわててとめたことがあった.

トルコには日本のような深山幽谷はあまりなく海岸

地帯を除くと樹木は一般に少ない.なだらか底丘陵が

うねうねと続き所々に羊の離れが草を求めて動いて行

く.日本では北海道内の調査の際は熊に出会った場

合の心得を聞かせられるカミトノレコでは半導犬について

知っておかねばならない.ジｰプが羊の群れに近ずく

とその中から小牛ぐらいもある大きい奴が3～4頭必

ず躍り出てきてシｰフ日めカミげて猛然と吠え立でる､ジ

ｰプがあるからよいようなものの羊の離れに接近する

時は用心しなければいけない.部落に入る時も同様で

外来者とみれば必ず大きい犬が飛出してくる.ある人

の説によると自分より強い者は襲わないのが動物の本

能なのだから石を拾って対抗すれば必ず退散すると

いうことであるが物凄い形相で牙をむき出して吠えた

てる大きい犬を見たら実験してみようという気にはと

てもなれない.

トルコでは西部は山が比較的低く人家も多く開けてい

るが東部は山が険しく未開のところカミ多く山岳地帯

にはクルド族が住んでいる.クノレド族はトルコ国民の

約6労を占め頭髪は黒く顔は褐色を帯びトノレコ語カミ

通じないこともある.しかし人情には変わりはない.

東部の調査に行った時私たちは泥で固めた四角の家の

中に招き入れられた.夏期には山に天幕を張って家族

や羊と共に遇す人カミ多いが“もう少し待って下されば

小羊を料理いたします"と言われたことカミある.精一

杯の歓待をしたいのだろうが可愛いい小羊が殺される

にしのびず早々に引揚げた.ある天幕で希望したわ

けではないのに羊料理のもてなしを受け小羊の首まで

出たのには驚いた.同行のトノレコ人は頭蓋骨を割って

ノｰミソをうまそうに食べたカミ天幕の外では小羊がメ

エメエ鳴いているので到底その気持にはなれ在かった.

トルコ人が親目的である事はこれまで度々紹介されて

きたところで私たちの経験も枚挙にいとまたいが山

また山の山奥の路傍で行きずりのお爺さんから“明治

23年にトノレコの軍艦カミ親善のため日本を訪れ帰途紀州

沖で遭難したカミ目本では生存者を軍艦を仕立てて送り

返してくれ遭難者のためには現地に慰霊碑を立てて付

近の小学校の生徒が今もなお清掃を続けているそうだ.

“日本人は恋んと義に厚い国民であろうか"と聞かされ

たことがある.オリンピックの時もアンカラの商店

街を歩いていたときたまたまテレビを見ていた見知ら

写真⑮ムルグル鉱山景観�



一58一

写真⑯MTAを訪間された立見教授(東大)鉱床部銅課長レチャイ氏

ぬトノレコ人が“今ちょうど日本が水泳で勝ったところ

だおめでとう"と握手してくれた.タクシｰに乗っ

たら運ちゃんカミ“日本のバレｰボｰルは実にすばらし

い"と話しかけてくれる.こんなとき私たちは思わず

この国の人々につくしてあげたいと感ずる.それが日

常生活のささえになっているのかも知れたい.

4.4ムルグル鉱山に暮して(間遠担当)

ムノレグノレ鉱山は北東トノレコのソビエト国境に近いアル

トビン県にありアンカラとは1,000km以上の距離に

ある｡アンカラから黒海沿岸gサムソン仁出てトラ

ブゾンホッパｰホノレチカ等の町々を経てやっとムノレ

グノレの町に到着する.どう頑張っても2目の行程とな

る.選鉱製錬場がこの町にあるカミ採掘現場は更に数

kmの奥にある.この鉱山の歴史は古く詳かで狂いが

本格的操業は1954年よりEti-Bankによって行なわれ

現在は前述のエノレガニｰ鉱山と並んでトノレコの大銅山の

1つとなっている.

そこの地質はポントス山脈の北東部を代表し白亜紀

から第三紀に及漆海底火山活動の歴史をよく物語ってい

る.鉱床は主としてストックワｰクタイプで銅を主

とし鉛亜鉛等をともたう紬脈の集合鉱床である.

現在稼行中のものはアナヤタックおよびチャクマツカ

ヤと呼ばれる2つの鉱床でありそれぞれEti-Banた

と黒海銅株式会杜の経営となっているが後者はいま

山元に選鉱場や住宅等の付属設備を建設中である.

現在の粗鉱生産高は前者が!50,000t/月後者が50,0

00t/月位で平均品位は共に銅2%前後であって露

天掘りを採用している.この鉱山については先年

沢村沢両専門家による調査カミありそれに基づいて

!971年度に多数の試錐が既知鉱床の周辺部に実施され

鉱床ののびが把握され鉱量の確認に貢献した.'私は

了昨年(1971年)5月末に来上しこの仕事を引き継ぐ

と共に新たに付近の有望地区について地質図の作成や

探鉱に関するリコメ;■デｰションを行なった.

現場は海抜1,000m前後であり夏は比較的に涼しい

カミ10月末には初雪をみるのが普通で冬は1m以上の雪

に覆われるので野外の仕事は制限される.MTAの職

員も11月中旬に在るとアンカラヘもどる.MTAの方

針では一般に4～11月頃までがフィｰルドシｰズン

で原則として全員外業に出なければならない.長いフ

ィｰノレドでどうしても｢明目ありと思う心の……｣と

いうわけでしまりがなくなりがちで作業能率はすこ

ぶるわるい.

鉱山でのMTAのキャンプはEti-Banたの建物を借

用しており宿舎は古びて発破の度に床カミ震動する

天井は鳩の巣となり騒音カミたえない.夜は小ねずみ

の侵入を防ぐのに懸命といった具合である.近くピも

ジャｰミ(モスク)があり1目何度かコｰランのお

祈りの芦カミ拡声器にのって流れてくる.夜更けてこ

の声を聞くとつくづくトノレコに来ているのだなあという

恩いにかられる.常駐のジオロシストは2名位である

がその他に試錐や物探の連中さらに実習の大学生が

入れかわり立ちかわりやって来るので結構にぎやかであ

る･男世帯の煎りようをなぐさめるために週に1度く

らいはトノレコの地酒(ラクウ)やウォッカを飲んで歌

ったりおどったりということにたるがそれでもあきた

らず毎晩のようにさびれた映画館に出掛けることにな

写真⑰ムノレグ

ル鉱山ア

ナヤタック全景�
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る.観客はほとんど男ばかりである.映画の筋はい

つも同じだといってよい.すなわちイスタンブｰル

を舞台として主役カミ危ないところを切り抜けて最後

に善玉の美女を確保するくだりとなる.'クｰバンジャ

(ピストル)で悪玉をバッタバッタと片付けてめでたし

めでたしというわけで盛んな拍手が湧く.時として

時代物の背景にもイスタンブｰルを使うが画面に新式

の汽船が通過したりして愉快である.一般にテレビの

普及がおくれているので映画は花盛りである.

鉱山での入浴は毎週1回シャワｰを浴びる程度で風呂

好きの私にはやりきれないことであったがそのうち不

精をきめこむことに慢性になってしまった.

風呂といえば読者は日本のトノレコ風呂を想像される

かも知れない.しかし本場のトノレコ風呂はそのよう

なものではたい.参考までに申しあげると早い話が

大衆浴場である.これにはバニヨとノ･マムの2種類

がありまれに両方を兼ねそなえているものもある.

ハマムは一般により大衆的であり共同入浴であるがバニ

ヨは一坪昆らずの個室になっている.個室といっても

湯と水の蛇口の下に大理石の桶が置いてあるだけで自分

であかを落とすだけのものである.面白いのはハマム

である.

私はムルグノレ鉱山からアンカラヘの帰途トラブゾン

のハマムを訪ねた.ここは入場すると一寸した休憩

所カミあり!0人前後の男が赤い縞模様の腰巻をして頭

から大きなタオルをかぶり涼んでいた.私も早速こ

のスタイルとなり奥の浴室に入る.中は蒸気でムッと

しているカ沖央にある2坪位の大きさの大理石の台の上

にまず寝そべる.すると体が汗ばんでくる.その頃

を見計らって｢あかかき｣の専門家に頼むの下ある･

この専門家たるや立派なロヒゲをはやしプロレスラｰ

もどきのたくましい男達で石けんもつけないでいき

なり皮の大きな手袋でゴシゴシとこすり始める.出る

わ出るわあかがよじれる.その後石けんをたっぷ

り融かした湯で頭から足の先まで何回も洗ってくれる.

その次に頭から滝のようにお湯をかけられる.その間

10分.すんだ後は体カミ軽くなった気カミする.万事終

わると新しい腰巻とタオルを巻きづけてくれる.外に

出てさっぱりしたところでゆっくりとチャイを頂く段

取りとなる｡多少便所ρ嗅がして薄きたない浴場で

はあるが200年前からのものといわれ大理石の壁

床柱は伸々大したものである.このようにトルコ風

呂はきわめて健康的かつ能率的でいつの間にかこの

ファンにたってしまった.

ムルグノレの生活は単調ではあったがその間に多くの

よい友人を持つことが出来た.時には議論し時にほ

飲みまたある時にはヤパンジ(外国人)としては

例外だよと言われながらも友人の1人のニシャン(婚

約式)にも出席させてもらえた.このニシャンはアル

トビンの小学校の講堂で行柱われたが白い花嫁衣装と

モｰニング姿の御両人を祝福して200名位の男女がそ

一のために集まり民族色豊かな音楽や輪になった舞踏カざ

行たわれブドウ酒を飲み最後に御両人と握手して解

散したカミ忘られない思い出のひとこまであった.

私達は仕事を通して受入れ国の人々との聞によい人

間関係を持つことが非常に大切なことであると考えてい

る.ムルグノレで仲よくなった多くの若い友人はあれ

から次々と1年半の兵役に服するために入隊して行った.

｢日本には兵役はないのか｣｢軍隊はどうなっている

のか｣とよく聞かれたものだカミ6力国の外国特に共

産圏諸国とも陸地つづきで国境を接するこの国の事情は

日本では考えられない位にきびしい面があるようである.

ともあれ10月の初旬ムルグノレ鉱山での仕事を一段落

させ次にチャイリｰに移動したのであった.

その後間もなく東大の立見先生の案内役をつとめ

て11月初旬に再度ムルグルを訪ねる機会があった.も

うその時はあちこちに雪が舞い付近の山々は真白く

放って冬将軍はすぐ目の前まで押しよせていた.

11月3目は私の44回目の誕生目であったがこの目は

からずもこの辺地の鉱山で立見先生と番場団長にかこ

まれてブドウ酒とビスケットだけのしかし心のこも

ったお祝を頂いたことは忘られぬ仕合わせであった.

5.内業

!1月に入るとトノレコ全土は寒気におおわれる.外業

もこの頃おしまいになる.春から秋にかけて全国に開

設されていたキャンプもこの頃閉鎖される.長い外業

につかれたMTA研究所のジオロシストも物探屋もアン

カラ本部に帰投する.

夏のうちは閑古鳥のないていた研究所も日増しににぎ

やかになり11月半ばには全員の顔がそろう.通勤バ

スも急にこみはじめる.座席をとるのも容易ではない

切角坐ったと思うと次の停留所から乗り込むうら若い

女子職員に席をゆする悪習?がある.50面した専門家

が20才そこそこのわカミ娘のよう恋女の子に席を立つのは

いささか抵抗牽感じ校いわけにはゆかない.

フィｰノレドから持ちかえった岩石標本はアンカラのM

TA本部で薄片研磨片にしてもらうカミ500人のジオ

ロシストがいるのであるからその数量はさだめし1万

個位になるかと思うとそうではなくて薄片を大量に出

すのは日本人専門家位のものである.トノレコのジオロ

シストは熱心と思われる脊でも1人数個の薄片にとどま�
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写真⑱MTA博物館内部

っている｡きわめて困難たオフィオライトのフィｰノレ

ドの地質図をかくのにこれだけの薄片で事が足りるので

あろうかMTAではこの薄片を｢ペトログラファｰ｣

とよばれる鑑定の専門家が記載してそのノｰトカミ提出

者にあがってくるシステムになっているので原則とし

てジオロシストが直接検鏡しないですませている.あ

るいはトノレコのジオロシストは顕微鏡をみる力をもって

いないのでこのようなシステムが組まれているといっ

た方がよいかもしれない.いずれにしても私共には考

えられないシステムである.分析試料の選択に当って

はどうしても自分で検鏡する必要がある.初年度の冬

にMTAの鉱床部長に次のような提案をしてみた.

a)日本ではジオロシストは誰でも自分で検鏡しているので

｢ペトログラファｰ｣という職務は存在しない.

b)そのために私共は日本から顕微鏡を持参してきているので

岩石の検鏡は私共自身にまかせてもらいたい.

鉱床部長のM･AsLAN眠博士は37歳の若さであるが

フランスに5年間留学した実績を有しておりその話は

すぐに諒解された.そしてMTAにおいても少なくと

も鉱床部においては日本のようなシステムにしてゆきた

いので協力してほしいと申し出たぐらいである.

私共は出来上ってきた薄片をみてその厚さのデタラ

メと泡だらけの技術に業を煮やして直ちに薄片室に文

句をつけに出かけた.薄片の欠陥を指摘してやり直し

を命じたところそれから旬日をへて2回目の薄片カミあ

がってきた.それは目をみはるようた完全なものであ

った.彼らは薄片製作の原貝uを知っていたにもかかわ

らず手をぬいたにちがい放い1それ以後は少なくと

も日本の専門家向けの薄片は慎重にやっているようであ

る.薄片をみはじめるとトノレコ人助手か一緒に検鏡

したいとやってくるようになったがさきにもかいたよ

うに光学原理のイロハからはじめなくてはならなかった

のには参ってしまった.その苦情をとりあげて鉱床

部長は若い職員全員を会議室に集めて光学原理の講義を

開始し協力体制をしいてくれたことは幸であった.

アンカラの冬は顕微鏡観察地図の整理報告書の

執筆と忙しく短かい冬の1目はたちまち終わってしま

う正月休みは元目だけでクリスマスも正月もない国

柄である.今日までに私共が仕上げた報告書は下記

のようなものである.

���吮�潰��数�楴�晴��条�浩�湧摩�物捴�

���呵���

BAMBム,T｡:CopperdepositsoftheDestomi皿ine,eastem

呵���

������漱�楣��灯晴�条祥�摩�物捴慮�

楴����瑯特�硴�

MAD0,H.:Ontheエninera1izationoftheMurgu1㎜ine,

nortn-eastemTur長ey.

����佔�刮�由����数�楴�����

�慴漱楡��步�

MムD0,H.,OTA,R.:Sulphuroredepositsineastem

Anaヒ｡1ia,Turkey.

報告書は全て英文で執筆し英語に精通したトルコ人

助手またはほん訳室でトノレコ語にほん訳される.葉土

写真⑲エフエスの遺跡トルコで最も有名な遺跡の一つハドリヤ寺

院の玄関西紀117-138年の建設といわれる

写真⑳同上24,500人を収容した大劇場跡ビオン山の西斜面にあり

西紀4上117年の建誤�
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2カ国語からなる報告書は8部のコピｰがとられMT

A所内資料として保管される.著者の希望があれば

｢MTABu11etin｣として本印刷に廻すこともできる.

この報告書は直ちに総裁室に廻ると見えて年末に

｢ご苦労さん｣といいたがら業務視察に各室を廻る総裁

から報告書の読後感など意見が出されて私共がそれに

応える習慣がある.私共の部屋に総裁AL眺N博士が

あらわれたのは12月20目であった.

地質図の印刷はMTAの一部に印刷工場があってこ

こで色刷りの地質図からレポｰト新聞に至るまですべ

てのMTA出版物カミプリントされる.ここのオフセッ

ト技術はトルコ随一といわれ1目に5万部の印刷能力

があると聞いている.

6.購送機材の処置と効果

さきにちょっとふれておいたが私共は日本を出るに

際して約200万円の研究用資材を船便で携行することを

認められていた.前任者ともよく協議のうえ下記の

物品を携行した.

日本光学顕微鏡(3眼薄片専用)

日本光学顕微鏡(3眼薄片研磨片共用)

(35ミリカメラブロニｰカメラ自動露出計支持台つ

き)

3.写真現像引伸し装置一式

(自動露出制御装置付ブロニｰ35ミリ現像タンク薬

品印画紙etC.)

薄片製作器材(研磨盤を含む)

野外調査用品

屈折率測定器具

(屈折計浸液分散ネット値しモノクロマｰタｰを除

く)

7.前任者携行のオリンパス1眼顕微鏡

(薄片研磨片両用写真装置付)

写真⑳イスタンブル景観(ガラタ橋から新市街を望む)

12は日本人専門家の研究室にセットし私共の研

究用にまたトノレコのジオロシストの教育用に連日使用

中である.MTAはこのために実験用机を私共の設計

図によって特注してくれた.

47はさきにのべたようにディアルバクｰルMTA

支所保管とした.薄片係を1名アンカラ本部から配置

がえして貰ったので今はさかんに作業が進んでいる.

3はMTAに一室を提供してもらって第2暗室が完

成している.フィｰルドの写真と顕微鏡写真を自分の

手で自由に処理することができるようになった.

以上の措置がMTA側から非常に感謝されていること

は書くまでもない｡上記物品カミイスタンブルに到着し

たのは昨年の4月であるが税関に2ヵ月もねかされた

ことは今でも理解に苦しむ国柄である.当初100%の

課税をいい渡されて唖然としたものであるカミ目本大使

館MTA双方の努力によって無税通関にこぎつげたこ

とは今後のために付記しておきたい.

7.中小鉱山技術指導

写真⑳供与機材のニコン顕微鏡(日本人専門家研究室)

写真⑬アナトリヤ東部(デストミ鉱{付近)の景観�
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握灘･

写真⑳アナトリア東部(デ

目本の場合と同じようにときとして鉱山主がMTA

に鉱区の鉱床調査を依頼しにやってくる.鉱床部長は

要望の90%を日本調査団に依頼しているようである.

経験ゆたかなジオロシストに乏しいMTAの実庸からみ

て吟それは当然のなりゆきかもしれない･あるいは日

本の専門家にトルコの各地域を見聞する機会を与えたい

という厚意のあらわれかもしれない.数目の出張で今

後の探鉱計画を指示してかえることにしているがたい

てい情報に似合わぬ貧鉱でわれわれをガックリさせるこ

とが多い･私共カミ出かけた例としてアナトリア東部

のデストミ鉱山エツディス鉱山の銅鉱光地およびアナ

トリア西部のチブリノレ鉱山イズニット鉱山の銅鉱光地

をあげることカミできる.

8･第三次目本調査団によせられる期待

1972年5月30目目本側から須山大使菅原一等書記

官番場団長トノレコ側からMTA総裁ALP畑博士カミ

今後の目土両国間の技術協力についての話し合いをもっ

た･事前の協議は1973年を初年度とする第三次5ヵ年

ト付･近)豊の最観

計画をふまえてMTA鉱床部長AsLAN鵬博士と番場と

の間で数次にわたっておこ校われていた.事前協議に

もとずいて製作されたA｡フォｰムは本会議で早々に意

見の一致をみてスムｰスに終了した.この時点でM

TA側の要望は第二次と同様4名の日本人専門家を要請

している.その内訳は金銀鉱床専門家1名銅鉛亜

鉛鉱床専門家2名構造地質学専門家1名の要請であっ

たがトルコ政府上部機関でチェックされ鉱床専門家は

2名とされた.そのいきさつはMTA情報によると

｢今日のトノレコでは金銀鉱床の開発より銅鉱床の開発が

より急務であるから金銀専門家を銅専門家に変更せよ｣

といわれたらしい.しかしながらMTA側はメンツに

かけても当初の要求をつらぬくことにしたために結局

金銀専門家の要請は切られてしまったということである.

これはトルコ人の｢言い出したらきかない｣誇り高き

性格のあらわれである､頑固一徹なトノレコ人気質はし

ばしばこのような結果を招いているようである.

さてMTAはその設立の趣旨からみれぱもっともなこ

とではあるがそれにしても探査探査にあけくれて基礎

研究の面はきわめて弱い体制にある.このことはすで

に本文の各所で読者はその性格を感じとられたことと思

う.この点が日本の地質調査所と根本的にちがう点で

ある.基礎研究と応用研究は車の両輪のようなもので

あるとするわれわれの観点はここでは通用しがたい.

MTAが従来地下資源とくに銅鉱床の探査に重点をお

いていたとはいえ局所的な地質調査にもとずいてボｰ

リングを主体とした探鉱を行なってきた感がある.そ

して空ぶりをしたジオロシストは評価カミ下がりヒット

したジオロシストは高く評価される.という非科学的評定

が下される.もっと科学的にほりさげてあせらず時

間をかけて探査を行なうこ一との必要性に目ざめてほしい

という願いは日本人専門家一同の共感である.そこで

日本の広域調査法をやわらかく持出してシスティマチッ

写真⑳アナトリア東部ビトリスの町並み�
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写真⑳

トルコで活躍中の4専門家(左から番場団長間遠河固太田)

項目年度

地質図作製(10,000分の1)

地質図作製(2,000分のユ)

物理探査(母岩産状探査)

物理探査(鉱体の探査)

試錐(深度500m以上〕

試錐(深度100～200m)

クな探査法に切りかえるよう進言したところ総裁も部長

もそれを快諾してくれて一切は団長にまかせられた.

そのテス千ケｰスはアナトリア東部のエルガニｰの鉱床

密集地域で実施されることになった.そのロングプラ

ンは第2表のとおりである.

このプランは解説を付したうえでMTA総裁同鉱

床部長ならびにEti-Bank総裁に送付された.Eti-

Bankからはこの事業計画に対して1972年度200万TL

すなわち4,400万円が投資されたと聞いている.この

金額は日本の広域調査1地域の1年分予算を上廻る額で

ある.来年丈も同じようにしたいという意向をもって

いるようである.乏しい経済力のトルコにとっては思

い切ったことである.トルコ側の熱意がうかがわれる

というものである.

エルガニｰ広域調査の初年工を通じてオフィオライト

れたならば

しレ､にちがいない.

しては世界にもまれな広大な敷地と美しい庭園を備える

MTAは近い将来内容の充実した名実共に備わった研

究所に育つことであろう.その進歩のかげにささや

かではあっても日本の地質学者と技術との総合された協

力があったのだと記憶されることがあればそれは目土

両国のよろこびであるにちがいない.

本年(1973)はアタチュルク革命後50年でありトノレ

コ国内では種々の行事が予定されていると闘いている.

MTA研究所では第三次5カ年計画がスタｰトする記念

すべき年であり現在すべての部門で新計画の構想がね

られている.私共が担当したエノレガニｰ広域調査は本

年からは第三次5ヵ年計画の1つとして続行されること

になる筈である.昨年度調査の過程で地域の西端｢ハ

ジャン鉱化帯｣で実施した1号試錐は幸いにして銅品位

10%の富鉱部を把握し現在この當鉱部の拡がりを確認

する作業カミ進められている.第三次目本調査団によせ

られる期待は以上の背景によっても明らかである.

の細分の必要性は徐々にではあるカミ認識され

たようである.段階が進むにしたがってこ

の計画に参加したトノレコのジオロシストの1人

1人が基礎研究の重要性を理解することができ

るようになるであろう.トノレコのアナトリア

に分布するオフィオライトは世界の地質学者が

注目しているほど恵まれた研究対象である.

ここでのフィｰノレド作業が基礎研究に裏打ちさ

トルコにおける地質鉱床学の進歩はすばら

はじめにのべたように調査所と

9.謝辞

本稿を終わるに当り筆者らがトルコヘ着任以来2年有

余にわたり同じ屋根の下で懇切なご教示を頂いた平山健

博士に対し深甚の謝意を表したい.在アンカラ目本大使

､

(レ

ノ

＼

第2図

メンデレス

マッシフ

アンカラ

館の須山大使をはじめ館

員各位には何くれとなく

お世話になっている.

お礼を申しあげたい.

メルジフォンィスピ_ル＼またMTA研究所総裁の

榊㌃∵㌃ふ篶竺よ㌶

トルコ人から頂いた親切なもて

.1･ノ忽驚慕1膿洲なしはまこ1に感銘深い

(1968-1973にわたる第2次5ケ年計剛ものがある.今後末長

⑧日本調査団担当地域

ムルグル:1971年完了(第2次5ヶ年計画)くこの友情を温めてゆき

エルガニ:1972～lg76(第3次5ヶ年計画)たいと希う次第である､

イズニッキ:1973年からスタｰト(･･)(筆者らは･北海道支所**地

質部榊*北海道硫黄KK)

トルコにおける最近の銅･鉛･亜鉛鉱床探資計画一覧�


